
　会津大学は国内初のコンピュータ理工学に特化した大学
として、AI、ロボット、インターネット、ビッグデータな
ど、ICT（情報通信技術）関連の幅広い専門領域を展開。
世界最先端の研究の数々に触れられる教学環境が整ってい
ます。学内では日本語と英語を公用語とし、JABEEの認
定基準に適合した「国際技術者育成プログラム」など、世
界に通じる教育を実践。教員のおよそ4割を世界約20カ
国から集結した海外出身者が占め、日常的に留学生と交流
する機会も豊富な国際的なキャンパスで学びます。
　企業や自治体との積極的な連携で社会課題の解決を目指
すほか、学生へのアントレプレナーシップ教育も推進。大
学発ベンチャーの数は国内トップクラスを誇ります。学生
の実践力を鍛える教育への評価は高く、就職率は開学以来
ほぼ100％を維持。技術革新を先導する人材の養成を続
けています。

国
際
標
準
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
・
研
究
で

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
技
術
革
新
を
先
導
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
の
専
門
大
学

会津大学
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
多
様
な
研
究
領
域

社
会
の
先
頭
で
技
術
革
新
を
牽
引

　

会
津
大
学
は
「
幅
広
い
教
養
と
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者
、
研
究

者
の
育
成
」「
研
究
成
果
を
生
か
し
た
地

域
貢
献
」「
高
い
倫
理
性
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
」
の
３
つ
を
基
本
方
針
に

掲
げ
、
デ
ジ
タ
ル
領
域
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
す
る
大
学
で
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
な
ど

基
本
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に

加
え
、
応
用
分
野
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
Ａ
Ｉ
、
半
導
体
集

積
回
路
と
い
っ
た
多
彩
な
領
域
を
網
羅
し

て
い
ま
す
。
博
士
後
期
課
程
ま
で
有
し
て

お
り
、
高
度
な
研
究
に
も
取
り
組
む
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

近
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
束
原
恒

夫
学
長
は
、
基
盤
技
術
を
持
っ
た
技
術
者

を
世
の
中
に
送
り
出
す
こ
と
で
社
会
に
貢

献
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど

の
技
術
は
使
う
と
便
利
で
す
が
、
中
身
は

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
り
が
ち
で
す
。

専
門
的
な
基
盤
技
術
を
習
得
し
、
使
う
際

外
国
籍
で
、
学
内
の
留
学
生
数
も
こ
の
10

年
で
約
３
倍
以
上
に
増
加
。「
グ
ロ
ー
バ

ル
ラ
ウ
ン
ジ
」
な
ど
、
一
般
の
学
生
が
外

国
人
留
学
生
と
活
発
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
全
体
の
英
語
力
の
底
上
げ
の
た
め
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
４
５
０
点
以
上
の
取
得
を
３

年
次
へ
の
進
級
条
件
と
し
て
設
定
。
全
学

生
が
ｅ‒

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
学
習
に
取
り

組
む
ほ
か
、
希
望
者
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
対
策

ク
ラ
ス
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
60
以
上
の
海
外
大
学
・
研
究
機

関
と
の
間
で
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

海
外
派
遣
や
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
の
機
会
も

豊
富
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
や
中
国
の
深
圳
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
メ
ッ

カ
と
い
え
る
エ
リ
ア
に
大
学
の
オ
フ
ィ
ス

が
あ
る
の
も
魅
力
。
夏
期
休
暇
な
ど
を
利

用
し
て
現
地
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

医
療
工
学
、
宇
宙
、
福
祉
―
―

幅
広
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
応
用
分
野

　

３
年
次
以
降
は
全
員
が
研
究
室
に
所
属

し
、
各
分
野
の
先
端
的
な
研
究
者
や
外
部

の
企
業
、
社
会
人
と
関
わ
り
な
が
ら
研
究

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

会
津
大
学
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
多

彩
な
応
用
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
医
療
工
学
の
分
野
で
は
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
て
大
腸
が
ん
を
早
期
発
見
す
る

た
め
の
自
動
診
断
装
置
を
福
島
県
立
医
科

大
学
と
共
同
開
発
。
多
数
の
内
視
鏡
画
像

を
Ａ
Ｉ
に
深
層
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
５

ミ
リ
以
下
の
小
さ
な
ポ
リ
ー
プ
の
発
見
も

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
医
師
の
診
断
を
補

の
注
意
点
や
限
界
を
理
解
し
て
い
る
本
学

卒
業
生
の
よ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
は
、
自

治
体
や
金
融
機
関
と
い
っ
た
幅
広
い
領
域

に
も
目
を
向
け
て
も
ら
い
、
社
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
先
頭
に
立
っ
て
技
術
革
新
を

引
っ
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

会
津
大
学
の
学
部
の
入
学
定
員
は
２
４
０

人
。
学
生
全
員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学

部
に
所
属
し
、
１
・
２
年
次
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

基
礎
的
な
分
野
や
、
専
門
領
域
を
学
ぶ
た

め
の
基
盤
と
な
る
数
学
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
重
点
的
に
学
び
ま
す
。
研
究
室
で
教
員

１
人
が
指
導
す
る
学
生
数
は
１
学
年
あ
た

り
原
則
最
大
４
人
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
学
業
面
か
ら
生
活
面
ま
で
少
人
数
教

育
を
徹
底
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
形
式
で
新
製
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
体
験
工
房
」
や
、
１
年
次
か
ら

先
端
的
な
研
究
に
触
れ
る
「
課
外
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
  （1）

」
な
ど
、
実
践
的
な
学
び
の

機
会
も
豊
富
で
す
。

　

会
津
大
学
の
「
国
際
技
術
者
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
認
定
を
受
け

て
お
り
、
国
際
通
用
性
を
有
す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
学
べ
る
の
も
特
徴
で
す
。
基

本
推
奨
科
目
の
全
単
位
を
修
得
し
た
学
生

に
は
「
修
了
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
、

「
技
術
士
」
国
家
資
格
の
一
次
試
験
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
践
的
な
英
語
力
を
伸
ば
す

　

会
津
大
学
は
日
本
語
と
英
語
を
公
用
語

に
設
定
し
て
お
り
、
４
年
次
に
臨
む
卒
業

論
文
は
英
語
で
の
執
筆
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
須
で
す
。
教
員
の
約
４
割
は

（1） 課外プロジェクト
　１年次から専門的な実習・研究に参加できる、
全学年対象の自由選択科目。学年を越えた先
輩・後輩のつながりも生まれやすい。開学時か
ら続く会津大学を象徴するプログラムの一つ。

（2）  完全オフグリッド蓄電ソーラー
カーポート

　特殊なAIチップを用いることで、カーポート
に取り付けたソーラーパネルで発生した電力の
充放電を自動的に最適化するとともに、ブロッ
クチェーン技術を活用して充放電の全記録を追
跡。電力のトレーサビリティ管理ができる世界
初の電気自動車向け充電設備として、スマート
シティを推進する会津若松市を舞台に実証研究
が進んでいる。

（3） デジタル田園都市国家構想
　デジタル技術の実装で、スーパーシティ構想、
MaaS（Mobility as a Service）、スマート農業、
行政DXといった地域の実情に合わせた先進的
なサービスの開発を推進。ICTによる地域活性
化を目指す、内閣府地方創生推進室とデジタル
庁の取り組み。会津大学が立地する会津若松市
は2022年から採択されており、会津大学もさま
ざまなプロジェクトに参画している。

助
し
て
見
逃
し
を
防
ぎ
、
前
が
ん
状
態
に

あ
る
ポ
リ
ー
プ
の
早
期
切
除
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
大
腸
が
ん
の
発
生
予
防
に
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宇
宙
関
連
の
研
究
も
盛
ん
で
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
「
は
や
ぶ
さ
２
」
な
ど
多
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
。
宇
宙
科
学
と
情
報
工

学
を
武
器
に
、
開
発
や
デ
ー
タ
解
析
の
分

野
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
に
月
面
に
着
陸
し
た
小
型
月

着
陸
実
証
機
（
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
）
で
は
、
機
体

に
搭
載
さ
れ
た
分
光
カ
メ
ラ
の
開
発
を
担

当
。
学
部
４
年
生
が
作
成
し
た
解
析
ツ
ー

ル
も
実
際
の
運
用
で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て
人
間
の

筋
肉
と
同
様
の
電
流
を
流
す
こ
と
で
意
図

通
り
動
か
せ
る
義
手
の
開
発
や
、
半
導
体

の
集
積
回
路
の
設
計
な
ど
、
特
徴
的
な
研

究
を
推
進
。
一
人
ひ
と
り
の
学
生
が
幅
広

い
分
野
か
ら
興
味
の
あ
る
研
究
を
追
求
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

産
学
連
携
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
地
域
実
装

実
践
的
教
育
は
就
職
で
も
高
評
価

　

会
津
大
学
は
研
究
成
果
の
応
用
に
よ
る

産
学
連
携
・
地
域
貢
献
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
社

会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
面
の
取
り
組
み
で
は
、
産
学
連
携
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
モ
デ

ル
の
構
築
を
目
指
す
「
完
全
オ
フ
グ
リ
ッ

ド
蓄
電
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
  （2）

」
の
研
究

開
発
を
推
進
。
ま
た
、
身
近
な
社
会
課
題

で
あ
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
出
没
に
対
し

て
は
「
野
生
動
物
検
出
シ
ス
テ
ム
」
を
開

発
。
カ
メ
ラ
が
自
動
で
撮
影
し
た
画
像
を

Ａ
Ｉ
が
判
別
し
、
ク
マ
の
出
没
時
に
は
強
い

光
と
サ
イ
レ
ン
音
で
追
い
払
う
と
と
も
に
、

出
没
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
  （3）

」
に

採
択
さ
れ
た
会
津
若
松
市
で
は
、「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
」
へ
の
変
革
が

進
み
ま
す
。
市
内
に
は
約
80
社
の
関
連
事

業
所
が
集
約
し
て
お
り
、
会
津
大
学
も
活

発
な
交
流
・
連
携
を
推
進
。
学
生
の
実
践

教
育
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

自
治
体
や
企
業
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
課
題

に
応
じ
て
、
年
間
３
０
０
回
以
上
開
催
す

る
「
会
津
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会

議
」
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
。

解
決
策
の
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
関
連
組

織
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
に
は
地
域
住
民
が
食
事
を

し
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
関
連
の
困
り
ご
と
を
相
談

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
学
生
に
よ
っ

て
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
フ
ェ
Ｒ
Ｅ
Ｑ
Ｕ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
津
大

学
は
開
学
時
か
ら
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
重
視
し
て
お
り
、
公
立
大

学
と
し
て
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
る

40
社
以
上
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

基
盤
技
術
を
磨
い
た
卒
業
生
へ
の
評
価
は

高
く
、
開
学
以
来
、
就
職
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
を
達
成
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
へ
の
就
職
が
多
く
、
約
３

割
が
大
学
院
へ
の
進
学
を
選
択
し
ま
す
。

数
学
（
中
学
・
高
校
）、
情
報
（
高
校
）

の
教
員
免
許
も
取
得
で
き
る
の
で
、
教
職

に
就
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

５つのフィールド（専門領域）

会津大学　

束
つか

原
はら

恒
つね

夫
お

理事長兼学長
1979年東北大学工学部応用物理学科
卒業。81年同大学大学院工学研究科
応用物理学専攻（博士前期課程）修
了。博士（工学）。専門は電子デバイ
ス・電子機器。日本電信電話公社（現
NTT）などを経て、2006年会津大学
コンピュータ理工学部教授。23年12
月より現職。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
を
通
し
て

価
値
創
造
に
挑
み
続
け
る

　

会
津
大
学
は
２
０
２
３
年
の
開
学
30
周

年
を
機
に
「
知
を
つ
な
ぐ
。
人
を
つ
な
ぐ
。

社
会
を
変
え
る
。」
と
い
う
新
た
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
制
定
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工

学
の
専
門
大
学
と
し
て
の
特
徴
を
生
か
し
、

価
値
創
造
に
挑
み
続
け
る
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。
近
年
は
、
学
生
・
教
員
・
職
員
の

女
性
比
率
を
上
げ
る
施
策
に
取
り
組
む
な

ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
24
年
度
か
ら
は
成
績
優
秀
な

女
子
学
生
向
け
の
奨
励
金
制
度
を
新
設
。

女
性
の
理
工
系
分
野
へ
の
進
学
を
経
済
的

な
面
か
ら
後
押
し
し
ま
す
。

　

束
原
恒
夫
学
長
は
受
験
生
に
向
け
て
、

次
の
よ
う
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
「
本
学
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
本
を
学
ん
だ
う

え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
領
域
を
選
べ
る

大
学
で
す
。
留
学
生
も
多
く
、
国
際
的
な

交
流
が
し
や
す
い
実
践
的
な
英
語
環
境
も

整
っ
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
環
境
で
学

び
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の
専

門
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

041 卓越する大学 会津大学 040

どんな将来の進路を希望しますか？

進
路
イ
メ
ー
ジ

フ
ィ
ー
ル
ド
（
専
門
領
域
）

●
金
融
工
学
ア
ナ
リ
ス
ト

●
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

な
ど

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

理
論
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の

数
学
的
基
礎
か
ら

応
用
分
野
で
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
法
を
学
ぶ
。

●
大
規
模
シ
ス
テ
ム
開
発

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

　

な
ど

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

信
頼
性
や
効
率
性
を
考
慮
し
な
が
ら

大
規
模
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
を

組
織
的
に
開
発
・
運
用
・
管
理
す
る

方
法
を
学
ぶ
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
関
連

●
医
療
関
連

●
ゲ
ー
ム
開
発 

な
ど

応
用
情
報
工
学

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
治
、
健
康
、
教
育
、

そ
の
他
様
々
な
分
野
で
必
要
と
な
る

情
報
技
術
に
つ
い
て
学
ぶ
。

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア

●
通
信
関
連 

な
ど

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
法
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ
。

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
開
発

●
家
電
・
車
載
機
器
開
発 

な
ど

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と

構
築
を
学
ぶ
。
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